
令和６年度 第１回松本市公民館運営審議会 

 

 

日 時 令和６年６月７日（金） 

                                        １８：３０から 

会 場 中央公民館４－３ 

 

 

１ 開  会   

 

２ 委員長あいさつ    

 

３ 自己紹介 

 

４ 松本市公民館運営審議会について 

 

５ 内  容 

⑴ 令和６年度 生涯学習課・中央公民館事務事業の概要について 

⑵ ５つの重点戦略について 

⑶ 情報交換 

  ア 国制度コミュニティ・スクールの取組みから（安曇公民館 羽田大樹 主査） 

  イ 居場所支援「ほっとスペース」の取組みから（笹賀公民館 矢口竜也 主事） 

⑷ その他 

ア 公民館運営審議会・公民館長会・主事会合同研修会について 

      ※長野県生涯学習推進センター｢地域づくり推進研修｣を活用し、１２月頃実

施予定 

 

 

４ 閉会 

 

 



松本市公民館運営審議会委員・Ｍウイング文化センター運営委員名簿 

根拠法令等 松本市公民館条例、松本市公民館運営審議会規則、松本市Ｍウイン

グ文化センター運営委員会設置要綱 

活 動 内 容 館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき調

査審議するとともに、Ｍウイング文化センターの運営について協議

する。 

 

◎委員長 〇副委員長 

区分 氏  名 所   属   団   体   等 

学校教育 
 五 明 佳 代 松本市立筑摩小学校 校長 

 馬 場 英 晃 松本市立大野川小･中学校 校長 

社会教育 

○ 立 石 恵 子 フリマネット信州 代表 

 
降 旗 都 子 

松本市地域づくり市民委員会 委員長 

第三地区まちづくり協議会 副会長 

 染 井 伴 子 松本市女性団体連絡協議会 

 中 田 安 子 元 第三地区公民館 館長 

 百 瀬  壽 松本市町内公民館長会 会長 

 中 島 麻 衣 地域づくり考房「ゆめ」 

 山 口  茂 松本市公民館報全市版編集委員会 委員長 

 小 穴 一 郎 ＮＰＯ法人信州ソフトウエア協会 代表理事 

家庭教育 
 高 木   守 松本市ＰＴＡ連合会 顧問 

 久保田 由美 松本みんなのにほんご教室 

有識者 
◎ 向 井  健 松本大学 総合経営学部 准教授 

 前 田  豊 信州大学 人文学部 准教授 

公募者  小 峰 悦 雄 公募 

            （任期２年：令和５年８月１日から令和７年７月３１日まで） 

 

 

事務局 

 廣 田 圭 男 松本市生涯学習課・中央公民館 課長（館長） 

 上 嶋 秀 俊 
松本市生涯学習課・中央公民館  

社会教育推進担当 係長 

 

 



１ 松本市公民館運営審議会について 
⑴ 設置根拠   松本市公民館条例 

(公民館運営審議会) 

第３条 本市の公民館事業の企画実施につき調査審議するため、法第２

９条の規定に基づき中央公民館に松本市公民館運営審議会を置く。 

○参考（社会教育法第２９条） 

（公民館運営審議会） 

第２９条 公民館に公民館運営審議会を置くことができる。  

２ 公民館運営審議会は、館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画

実施につき調査審議するものとする。 

 

⑵ 審議会の職務：松本市公民館運営審議会規則第４条 

審議会は、館長の諮問に応じ、中央及び地区公民館の事業の企画実施に

ついて調査審議する。 

○参考（諮問のないときに何をするのか） 

平成１１年「２１世紀に向けての松本市公民館のあり方について（答申）」に

おいて、審議会での議論に基づき、「審議会委員の任務」を提言 

① 公民館活動に関し調査審議し館長に対し提言する 

② 視察、調査、学習会等研修をする 

③ 審議会を公開する 

 

⑶ 審議会委員定数：松本市公民館条例第３条２ 

   審議会委員の定数は、１５人以上３０人以内とする。 

※今期１７人 

○参考（定数の考え方） 

 「松本市附属機関等の設置等に関する要綱」では、委員の数は「概ね 20 人以

内」と位置付けているが、下記の理由により現条文（15 人以上 30 人以内）とし

ている。 

① 公民館は総合的な地域づくりの拠点として、多岐にわたる地域課題解決に向

けた取組みが求められていることから、地区事情や社会的状況を踏まえた幅広

い市民の意見を取り入れる必要があること。 

② 単に調査審議するだけの審議会委員でなく、主体的に調査学習し、意見・提

言・答申する学習集団であることから、全体会だけでなく、テーマ別グループ

討議等の手法も取り入れている。 
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⑷ 審議会委員の構成 松本市公民館条例第３条３ 

   委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学校教育関係者 

(2) 社会教育関係者 

(3) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

(4) 有識者 

(5) 公募による市民 

(6) 前各号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者 

 

⑸ 委員の任期 松本市公民館条例第３条４ 

  委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員を生じた場合における

補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

⑹ 今年度審議会の開催 

  年３回（予定） 

 

 ⑺ 報酬等 

   松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例により規定 

  ア 報酬 

    １回の会議（半日程度）当たり、４，９００円。うち、所得税２８０円

を控除 

  イ 費用弁償（交通費） 

    自家用車等で片道２キロメートル以上の場合に、１キロメートル当たり

３７円。鉄道賃、バス賃は実費 

 

⑻ その他 

   県及び市の主催等で開催される公民館関係者研修会等へ参加 

 

 

 



１-２ 松本市公民館運営審議会の取組み経過等について 

 

⑴ 松本市公民館運営審議会の取組み経過について 

 昭和２４年１２月  松本市公民館運営審議会発足 

    ４５年 ３月  松本市公民館運営に関して（諮問） 

        ６月  （同答申） 

    ４６年 ５月  都市化に対応する公民館のあり方について（諮問） 

    ４７年 ８月  （同答申） 

    ５２年１０月  公民館事業実施にかかる経費等について（諮問） 

       １１月  （同答申） 

    ６３年 １月  中央公民館の施設整備について、公民館休館日の設定について 

（諮問） 

        ５月  （同答申） 

平成 ２年１０月  生涯学習時代における松本市公民館のあり方について（諮問） 

     ３年 ４月  （同中間答申） 

     ９年 ４月  公民館政策へ（提言） 

    １０年 ５月  ２１世紀に向けて松本市公民館のあり方（諮問） 

       １１月  公民館長の任命手続きについて（提言） 

    １１年 ５月  ２１世紀に向けて松本市公民館のあり方（答申） 

    １３年 ６月  調査研究報告書（提出） 

    １４年 ２月  飯田市公民館・名古屋市視察研修 

        ５月  松本市公民館主事会との懇談会 

       １１月  公民館・社会教育関係職員、委員合同研修会 

            ＊ 講師：小林文人さん（東京学芸大学名誉教授） 

    １５年 １月  松本市公民館主事会との懇談会 

        ４月  「公民館の設置及び運営に関する基準」に対し、公民館長会・公 

民館主事会・公民館運営審議会・社会教育委員会・町内公民館長会 

の連名で、文部科学省に意見書を提出 

       １０月  「公民館運営と公民館運営審議会のあり方について」（報告書の 

提出） 

    １６年１１月  公民館・社会教育関係者学習会 

            ＊ 講師：佐藤一子さん（東京大学大学院教育研究科教授） 

    １７年 １月  ｢総合的な地域づくりの拠点としての公民館のあり方について｣ 

(諮問) 



    １８年 ５月  （同答申）    

    ２０年 ８月  ｢総合的な地域づくりの拠点としての公民館のあり方について｣に係

る「意見書」を提出 

    ２１年１０月  松本市公民館のあり方検討委員会への参画 

    ２２年 １月  公民館活動についてのグループ討議（自主学習活動）開始 

    ２３年 ５月  提言書「もう一度公民館の意義、役割を考えよう」を提出 

平成２４年 ８月  松本らしい地域づくりに向けた公民館の役割について（諮問） 

            １ あらためて公民館の「独自性」はどうあるべきか 

            ２ 地域づくり職員としての役割やあり方はどうあるべきか 

            ３ 地区関係団体、学習団体等との連携はどうあるべきか 

    ２５年 ６月  （同答申） 

    ２５年 ７月  答申について、松本市公民館主事会との学習会 

    ２５年 ９月  答申について、松本市公民館長会との学習会 

    ２６年 ２月  文部科学省委託事業「公民館等を中心とした社会教育活性化支援プロ

グラム」に企画提案した「公民館の学びがつなぐ、松本らしい地域づ

くり、人づくり」事業の評価と課題を審議 

    ２７年１１月  松本市公民館発足７０周年記念「未来を拓く自治と協働のまちづ 

くりを目指す研究集会松本大会」の開催及び参画について審議 

    ２８年 ５月  未来を拓く自治と協働のまちづくりを目指す研究集会松本大会 

への参画（大会副実行委員長に公運審委員長、他委員は実行委員と 

して参画） 

２９年 ２月  未来を拓く自治と協働のまちづくりを目指す研究集会松本大会 

の開催結果について審議 

３１年 ７月  松本市公民館運営審議会委員の提言集の発刊 

令和 ３年 ７月  松本市公民館運営審議会委員の提言集の発刊 

 

⑵ 前任期の審議会(Ｒ３.８.１～Ｒ５.７.３１)の取組状況 

令和 ３年 ９月 第１回審議会 

           ・委嘱状の交付、役員選出 

           ・公民館運営審議会について 

・松本市の公民館について 

      １１月 第２回審議会 

・第３次松本市地域づくり実行計画（素案）について など 



  令和 ４年 ２月 第３回審議会 

・地域づくりセンター体制について 

           ・松本市のコミュニティスクール事業のあり方検討会について 

           ・令和３年度未来へつなぐ 私たちのまちづくりの集いについて 

  令和 ５年 ６月 第４回審議会 

           ・令和５年度生涯学習課・中央公民館重点目標について 

 

⑶ 今回の任期中の審議会(Ｒ５.８.１～Ｒ７.７.３１)の取組み状況 

令和 ５年１０月 第１回審議会 

           ・委嘱状の交付、役員選出 

           ・公民館運営審議会について 

           ・松本市公民館事業の概要等について 

  令和 ６年 ３月 第２回審議会 

           ・令和５年度生涯学習課・中央公民館事務事業報告について 

※委員からは、実際に事業に関わる職員等からの話題提供を求める意見が寄せられる。 



 

 

 

 

 

令和６年度事務事業の概要 
生涯学習課・中央公民館 
 

１ 事務事業の概要 
誰もが住みよい地域社会の創造へ向け、住民･地域団体･市民活動団体･大学･行政等の｢多様な主

体｣がお互いの立場を越えて連携し、｢自分たちの地域は自分たちで創る｣という自治意識の根付い

た地域を形成します。お互いの垣根を越えて理解を深めながら自治能力を高めるために、公民館

等の施設整備や多様な市民の意見を反映した学習･地域活動を実践します。 

さらに、自治組織の高齢化や担い手不足といった課題を解決する鍵となる、若者や子育て世代

の女性、移住者等を含めた幅広い世代･立場の住民が主体的に地域活動へ参画するために、若者の

居場所づくりの推進や、住民ニーズに合った公民館事業を実施します。 

 

２ 令和６年度における重点目標           【第３次計画で主に関連する分野・方針】 

⑴ コミュニティスクール事業（継続）                            

２－１ 学童期の遊びと学びの充実 

２－３ 教職員研修の充実と働き方改革 

の推進 

８－２ 学校・家庭・地域の連携・協働の 

推進 

 

ア 内容 

 (ｱ) 地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていく｢地域とともにある学校づ

くり｣を進めるために、地域･保護者･学校等が子どもや地域に対する願いや思いを共

有し、連携･協働する｢コミュニティスクール事業｣を全地区で推進します。 

 (ｲ) 学校の負担軽減や、地域･保護者･子ども･学校関係者のニーズにあった連携･活動

を加速させるために、国制度のコミュニティ･スクールの取組みとして、令和５年度

から大野川小･中学校をモデル校に、学校運営協議会(学校側)･地域学校協働本部(地

域側)･地域学校協働活動推進員を設置しました。今後は、各地区の地域活性化や持

続可能な地域社会形成へつなげるために、国制度を他地域へも横展開することで、

これまで発見できなかった地域の人的･物的資源を掘り起こします。 

 イ 具体的な進め方等 

 (ｱ) これまで進めてきた松本版コミュニティスクール事業は、引き続き、地区公民館

がコーディネーターを務めながら、コミュニティスクール運営委員会での話合いを

通して、地域の特性を活かした事業を展開します。 

 (ｲ) 国制度の取組みを横展開するために、大野川小･中学校での取組み結果･効果につ

いて、学校関係者(校長会幹事会)や地域関係者(地域づくりセンター長･公民館長等)

と共有し、コミュニティスクール事業あり方検討会等でも議論を進めます。 

   その上で、取組みの核となる地域学校協働活動推進員を地域･学校･行政が連携し

て発掘し、令和７年度からは２校程度の新規モデル校の取組みを検討します。 

⑵ 子ども・若者の居場所づくりと社会参画事業（継続） 

２－２ 青年期の遊びと学びの充実 

２－４ 多様な遊びと学びの機会の保障 

３－１ 子どもの権利保障と環境づくり 

の推進 

４－２ リカレント教育の充実 

８－１ 放課後の子どもの居場所づくり 

の推進 

８－３ 地域づくりの推進 



 

 

 

 

 ア 内容  

(ｱ) 若者が地域との関係性を構築するために、中央公民館(Мウイング)２階フリース

ペースや地区公民館を学習･活動スペースとして開設し、若者の居場所を確保する

と共に、運営等に参画する地域住民等とも交流できる仕組みづくりを進めます。 

 (ｲ) 若者のニーズに合わせた講座やイベントを開催し、魅力のある若者の学び・交流

の場づくりを進めます。 

(ｳ) ひきこもりの若者支援として、ひきこもりについて理解する機会の提供や居場所

づくりに取り組みます。また、若者が成長し、社会で活躍できるきっかけづくりと

して、関係機関と連携し、まちづくりに取組む場の提供など、若者の多様な社会参

画を推進します。 

 イ 具体的な進め方等 

(ｱ) 若者の居場所について、中央公民館２階のフリースペースは、利用者の意見等を

取入れながら、多様なニーズに対応できる居場所･環境づくりを進めます。 

 (ｲ) 地区公民館は、既に居場所づくりの取組みを進める３地区(松南･梓川･四賀)に加

え、令和６年度から若者の利用が見込まれる７地区(第三･城東･白板･庄内･島内･芳

川･寿)で開設し、他の地区についても、小中学校の長期休業にあわせて、児童･生

徒の居場所として施設を開放します。 

さらに、若者が地域とつながるきっかけづくりとして、公民館職員等が利用者と

自然な関りを持ちながら、｢ほど良い距離感｣で段階的に関係性を構築します。 

(ｳ) 青少年ホームの若者の居場所づくりとして、若者向け講座のヤングスクール、コ

ーディネーターを配置したまなびの講座等を開催します。また、若者が地域や企業

に働きかけ提案を行う「松本若者会議」へ、地域づくり課ユースサポート担当と連

携し、参加・協力をしながら若者の参加を促します。 

(ｴ) ひきこもりの若者を支援する事業として、令和５年度に引き続き、ひきこもりに

関する研修会を当事者とその家族、支援者（民生児童委員等）、地域住民を対象に

開催します。また、若者が自由に過ごし交流ができる場所として、毎週日曜日にな

んなんひろばに開設している「若者カフェ」を、ひきこもりの若者も利用ができる

ことを周知します。 

(ｵ) 様々な事情によって家で過ごしている子ども・若者の居場所として、松原地区公

民館・笹賀公民館に開設している｢居場所支援ほっとスペース｣の取組みを、学校･

地域関係者等で広く共有し、今後の事業展開へつなげます。 

(ｶ) 二十歳の方を祝い激励し、故郷松本の良さをＰＲすることで、将来松本にＵター

ンし、活躍する若者を増やすことを目的とした「ハタチの記念式典」の企画・運営

を、対象者で組織する実行委員会が主体となって開催します。 

⑶ ＩＣＴを活用した多様な学びとコミュニティ創出事業 

（継続）                            

２－４ 多様な遊びと学びの機会の保障 

３－２ 互いを認め合い学び合う教育の 

推進 

４－１ 社会教育活動の充実 

８－１ 放課後の子どもの居場所づくり 

の推進 

８－３ 地域づくりの推進 

 ア 内容 

ＩＣＴの活用により、いつでも・だれでも・どこでも学ぶことができる学習の場を

充実させ、多世代かつ多様な住民が主体的に学び、つながりや住民自治を育むための

コミュニティ形成へつなげます。また、デジタル社会ですべての人が活躍し続けるた

め、ＩＣＴの活用支援を進めます。 

 イ 具体的な進め方等 

(ｱ) ＩＣＴを活用した動画配信等により、公民館に出向くことなく利用できる学び

の場を提供します。また、革新を続ける複雑で多様なＩＣＴの情報を収集すると共

に、効果的な情報発信の方策について研究を続けます。 

(ｲ) デジタルディバイドの解消や災害対応(防災)及び移動支援等の住民生活課題解

決にＩＣＴは有効な手段となるため、ＩＣＴの活用へ向けた学習講座の開催を続け

ます。また、ＤＸ推進本部等と連携し、地域での人材の発掘・育成を行います。 



 

 

 

 

⑷ 公民館等長寿命化事業（継続）  ４－５ 社会教育関係施設等の整備・充実 

 ア 内容 

個別施設計画に基づく中間補修及び大規模改修等により、公民館等の長寿命化を図

ります。当面は、設備機器（照明・トイレ）の更新をメインとする中間補修を行うこ

ととし、施設の機能維持・回復に努めます。 

 イ 具体的な進め方等 

(ｱ) Ｍウイング（中央公民館）は、令和４年度から４カ年で補修(改修)するもので、

本年度は主に屋根工事、サイン・外構工事、電気・機械設備工事を進めます。 

   また、第４期工事となる令和７年度に向けた実施設計を完了します。 

(ｲ) 島立公民館は実施設計を完了し、照明 LED 化、トイレ洋式化や屋根、外壁など施

設全体の中間補修を行います。  

(ｴ)  令和７年度に解体を予定している旧奈川公民館の解体前アスベスト調査も進め

ます。 

(ｳ) なお、経常的な修繕については、地域づくりセンター長を教育委員会職員（館課

長）に併任したことに伴い、各地区公民館で予算執行ができるようになった施設の

維持管理について迅速に対応します。 

⑸ 重要文化財旧松本高等学校校舎冷房設備設置事業 

(新規) 
４－５ 社会教育関係施設等の整備・充実 

９－２ 文化遺産の保存と活用 

 ア 内容 

あがたの森文化会館として活用している重要文化財旧松本高等学校本館及び講堂を適

切に管理していくための保存活用計画を見直します。 

課題となっている冷房設置について、文化財建造物の毀損のリスク軽減と利用者の安全

性の向上の両面から検討します。 

 イ 具体的な進め方等 

(ｱ) 重要文化財等で冷房設備を設置している先進事例を調査し、文化庁及び長野県の指

導を仰ぎながら導入方法を検討します。 

(ｲ) 冷房設備の設置以外にも、今後 10年間に見込まれる保存管理計画、防災計画、環境

計画を中心に見直し、第 2期計画の策定の準備をします。 

(ｳ) 冷房設備が設置できるまでの間、スポットクーラーで利用者の安全に努めます。 

 



Ⅰ 人口定常化

結婚・妊娠・
出産・子育て支援

の充実

多様な学びの充実

多様で最適な教育
環境の整備

女性や若者が活躍
できる環境づくり

現役・子育て世代
の移住促進

Ⅱ 新交通

新交通ネットワークの拡充

幹線バス路線の
維持・強化

移動支援ネット
ワークの構築

信州まつもと空港
の路線拡充

自転車活用先進
都市の実現

需要に即した道路
整備の推進

Ⅲ 市街地活性

中心市街地の賑わい・居住
空間の創出

松本駅周辺のター
ミナル化・高度化

新たな商業・
サービス業の振興

中心市街地の拠点整備

国際文化観光都市
の実現

Ⅳ ゼロカーボン

地域拠点

新庁舎の建設整備

地域拠点機能の
強化・拡充

自治組織の再構築

近郊・山間部の
拠点整備

Ⅴ ＤＸ

ｸﾞﾘｰﾝ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

ゼロカーボン
シティの実現

森林整備・森林
資源活用

デジタルシティ
松本のシンカ

デジタル市役所
の実現

実施計画第５５号策定に向けた「５つの重点戦略」とテーマ（案）

▲地域資源を活かした
関係・交流人口の拡大

▲市街地周辺の魅力と
賑わいの創出

▲ゼロカーボンパーク
の整備推進

別紙１



テーマ
（案）

論点（＝市長公約）
(*)は公約外の論点

関係部局等

結婚・妊娠・出産・子育て支援の充実 ３歳未満時の保育料を多子世帯（２人目以降）で無償化 こども部

多様で最適な教育環境の整備 地域の小中学校と共に学び合える「松本市立特別支援学校」を新設 こども部、教育委員会

移動支援ネットワークの構築 公設民営バスを軸として市内全域に移動支援のネットワークを構築 住民自治局、交通部

信州まつもと空港の路線拡充 信州まつもと空港の路線を大幅拡充し、世界とつながる空港を実現
住民自治局、交通部
建設部

Ⅲ  市街地活性 松本駅周辺のターミナル化・高度化 (*)あがたの森通り南側の集積化・高度化に向けた建物高さ規制の緩和
お城まちなみ創造本部
産業振興部、建設部

自治組織や情報伝達網の改革に取り組み、「松本防災モデル」を確立
住民自治局、危機管理部
健康福祉部

高齢化や担い手不足の課題を抱える町会組織や公民館事業を再構築 住民自治局、教育委員会

かりがね周辺区域に、サッカー・野球などの芝生フィールドを新設
スポーツ本部
産業振興部、建設部

(*)市営寿団地における県市連携住宅建替に合わせた集約跡地利用の検討 住民自治局、建設部

Ⅴ  ｸﾞﾘｰﾝ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ゼロカーボンシティの実現
再生可能エネルギーの普及やグリーンインフラの整備で、「緑の経済」を
推進

ｱﾙﾌﾟｽﾘｿﾞｰﾄ整備本部
環境ｴﾈﾙｷﾞｰ部
産業振興部、建設部
上下水道局

Ⅳ
Ⅴ

 地域拠点
 ｸﾞﾘｰﾝ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

近郊・山間部の拠点整備
ゼロカーボンシティの実現

(*)波田駅周辺整備基本計画に基づく整備事業と脱炭素化推進事業
環境ｴﾈﾙｷﾞｰ部、建設部
病院局

Ⅴ  ｸﾞﾘｰﾝ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ デジタル市役所の実現 あらゆる施設やサービスに電子チケット・デジタルツールを全面導入
ＤＸ推進本部
文化観光部、教育委員会

重点戦略ごとのテーマ・論点及び関連部局等

５つの重点戦略
（案）

Ⅰ  人口定常化

Ⅳ  地域拠点

自治組織の再構築

近郊・山間部の拠点整備

Ⅱ  新交通

別紙２



Ⅳ 地域拠点 ［テーマ］自治組織の再構築
● 必須論点 高齢化や担い手不足の課題を抱える町会組織や公民館事業を再構築

戦略
町会のあり方・公民館のあり方を根本に立ち返って見直し、誰もが主体的に参加することのできる、持続可能な組織、
事業へと再構築する。

戦術

効率化等による担い手の負担感低減及び、前例踏襲的な組織運営・事業と住民ニーズとのギャップ解消による「やらさ
れ感」の低減を図り、若者、女性、子育て世代、移住者等の参画を促す。
○負担軽減・効率化
【町 会】町会業務のスリム化、市からの依頼事項削減、デジタル化の推進
【公民館】前例踏襲で運営されがちな事業の刷新、一人ひとりの主体的な参画を推進
○組織運営と事業実施のサポート
【町 会】地域づくりセンターが、近隣町会やＮＰＯ等との連携をサポート
【公民館】公民館職員が、利用者と「ほど良い距離感」で住民ニーズに基づいた事業実施を伴走型でサポート
➡身近な拠点、身近な困りごとの相談窓口としての地域づくりセンター・公民館の機能強化
➡職員が、コーディネート役を担うため、より地域に出向いて働く体制の構築

現状と課題

【町会】
・業務の多さ、市から町会への依頼事の多さ ➡ 負担が大きく業務のスリム化が必要
・共働き、子育て世代は時間的余裕がない ➡ 情報共有・発信、町会活動についてデジタル化による効率化が必要
・規模が小さく町会活動が成り立たない ➡ 近隣町会やＮＰＯ等との連携、町会合併の検討が必要
【公民館】
・前例踏襲で運営されがちな行事と現在の住民ニーズにギャップがあり参加意欲の低下・運営側の負担につながる
➡ギャップの解消により、「参加したい」と思わせる行事に変えていく必要がある。

具体的な取組み

Ｒ６
・町会業務のスリム化（モデル地区設定）、依頼業務の棚卸し検討、町会連合会三役へのモバイルＰＣ配備
・若者の居場所づくり対象地区拡充、公民館職員等が利用者と自然な関わりを持てる関係性づくり（伴走型支援）

Ｒ７以降
・町会のデジタル化推進（町会連合会常任理事へのモバイルＰＣ配備、単位町会デジタル化推進補助の検討）
・若者の居場所づくり事業の他地区への展開、既存事業の見直しの他地区への展開



地区公民館のフリースペース開放事業概要 

 

１ ねらい 

  公民館と若者の関係性をさらに発展させ、「高齢者の公民館」から「多世代が交流する公民館」へ

変革させる(総合戦略会議指示事項) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実施方法 

 ⑴ 若者が地域とつながる｢きっかけづくり｣として、地区公民館にフリースペースを開設する。 

 ⑵ 若者と公民館職員等の大人が「ほど良い距離感」で少しずつ人間関係を構築し、段階的に｢地域

活動への参画⇒地域の担い手｣へとつなげる。 

 ⑶ 公民館職員不在時にも若者との距離感を縮めるとともに、暴力・事故・犯罪被害等を防ぐため、

職員不在時には別途人員を配置  

 ※なお、職員はできる限りフリースペースで業務を行ったり、委託先管理者を通じて若者への情報発

信やニーズ把握を進めたりすることで、若者と適度な距離感で良好な関係を構築する。 

 公共施設に集う若者は、｢個｣としてのプライベート(学習・読書等)な「空間としての居場所」を求め

ているものの、「周りに仲間がいる」という安心感を得ようと「心の居場所」を求めている。自由気まま

に一人で居たいという気持ちとともに、他方では誰かと話したい、相談したい、見ていて欲しいとい

う気持ち・欲求を同時に有している(令和６年３月松本市社会教育委員会議｢提言書｣)。 

 

３ 管理にあたって求められること 

 ⑴ 利用者と気軽にあいさつし合える関係性を構築する。 

    ⇒来館・退館時に声掛けしていただきたいですが、子どもによっては｢フレンドリーに関りたい

子｣｢あまり声掛けしてほしくない子｣など様々な考え方があるため、声掛けしても反応が薄い子

は、深追いしないようにお願いします。⇒徐々に関係性を構築するイメージです。 

 ⑵ 学習・読書・会話・遊びなど、若者が自由に使えるように見守る。 

    ⇒基本的には、子どもたちが自由に使用できるよう見守っていただきたいです。ただ、大声を出

したり、部屋内を駆け回ったりするなど、場に乱れが生じるような時は、｢みんなで気持ちよく使

えるように、周りの人のことも考えよう｣などの声掛けをしながら、その子も排除するのではなく、

できるだけ一緒に共存できるような見守りをお願いします。 

 ⑶ 若者の意見を受けとめ、公民館職員へつなげる。 

    ⇒本事業は、｢公民館を子どもたちと地域をつなげる場にする｣という側面があります。そこで、

子どもたちから話しかけられた場合は答えてあげて欲しいですし、｢わからない・知らないこと｣



や｢スペースに対する要望等｣に対しては、日誌に類似するものを用意する方向でいますので、

一度受けとめていただき、日誌へ記載いただくようにお願いいたします(⇒公民館職員へ)。 

      また、公民館職員から子どもたちへ伝えたいことがあった場合も、必要に応じてご協力をお

願いします。 

 ⑷ 若者が安心して使用できる居場所であること。 

    ⇒上記⑴～⑶を進めていく上で、突発的に問題が起きた場合(暴力・病気等)は、公民館職員等

に至急連絡を入れて対応するようお願いします。 

 

４ 今後のスケジュール 

  ６月中   ７地区公民館職員と中央公民館で打合せ 

  ７月中   委託業者と契約 

  ８． １   ７地区で居場所事業スタート 

 

５ 要調整事項 

 ⑴ 鍵の貸出 

 ⑵ 支払いに伴う書式の検討 

 

 

 



「学校登山の未来を考える」に係る経過及び結果 

 

 

１ 学校登山の現状 

 ⑴ 長野県内 資料 1 

⑵ 松本市内 資料 2 

 

 

２ 学校行事である「奥穂高岳登山」（資料 3）に対する様々な意見 

 ⑴ 児童・生徒 

⑵ 教職員（校長、教頭、教員） 

⑶ 地域住民（ＰＴＡ、卒業生、移住者等） 

⑷ 山岳ガイド 

 ⑸ ⑴～⑷以外の者 

 

 

３ 公民館の動き 

⑴ 平成３１年度 「奥穂高岳登山」を公民館事業にすることを目指して。 

⑵ 令和５年度  意見を共有する場の設定 

 

 

４ 経過 

Ｒ５．５．１５ 事業計画（案）の説明及び意見集約 

（大野川小中学校運営協議会・大野川小中学校地域学校協働本部） 

６．１６ 事業計画（案）の説明及び意見集約 

（安曇小中学校学校運営委員会） 

     ７．２７ 意見集約結果の共有及び方針（案）について協議 

（大野川小中学校（当番校）） 

     ８．３０ 両校の校長が、方針（案）について協議 

     ９． ８ 方針（案）について協議（大野川小中学校（当番校）） 

１５ 事業計画（案）について協議（大野川小中学校運営協議会）資料 4 

 

 

５ 結果 

 ⑴ 参加者募集チラシ 資料 5 

⑵ 実施結果     資料 6 
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西部４地区の中学校登山の現状

令和元年度実績
1 2 3 4

学校名 安曇中学校 奈川中学校 梓川中学校 波田中学校

学年 1 なし 1 1

実施日 7/22（月）～24（水） 7/25（木）～26（金） 8/28（水）～29（木）

行先 奥穂高岳 乗鞍岳 乗鞍岳

詳細
肩の小屋～雪渓～登

頂

経過等 19年目

生徒の体力面等を考
慮し、燕岳登山から変

更。
難易度を下げた。

生徒の安全面及び教
員の負担軽減のため、
燕岳登山から変更。
難易度を下げた。

備考
中学校登山では全国

唯一
今年度から、夏休み期

間中に実施



奥穂高岳登山 概要 

 

１ 経過 

奥穂高岳登山は、信州大学山岳部ＯＢの柴田哲也元安曇校校長と望月文規元大野川校長

の熱き思いに関係者が賛同し、安全対策を熟慮し、実現に至った全国唯一の中学生登山。 

平成１３（２００１）年から令和元（２０１９）年までは、中学２年生を対象に毎年実

施。令和２年度からは、中学１、２年生を対象に隔年実施としている。 

奥穂高岳が学校登山として選ばれてきた理由は下記のとおり。 

 ⑴ 松本市安曇地域内にある、日本を代表する山岳地帯 

 ⑵ 歩き始めに足慣らしや体調コントロール区間（平坦地１１ｋｍ）がある。 

 ⑶ 到達地点の標高は３，１９０ｍ（日本第３位の高峰）であるが、１日目の高低差は８

００ｍ、２日目の高低差は９００ｍであり、高低差としては中程度の登山 

 ⑷ ２～３時間間隔に山小屋があり、休憩時、緊急時ともに心強い。 

 ⑸ 涸沢ヒュッテ及び穂高岳山荘に山岳パトロール隊員（長野県警察山岳遭難救助隊及び

岐阜県警察山岳警備隊）が常駐しており、また、大学の診療所（東京大学医学部涸沢診

療所及び岐阜大学医学部奥穂高診療所）がある。 

 ⑹ 登山道が、低山等の人の少ない山域に比べて整えてある。 

 ⑺ 涸沢ヒュッテは、食事、寝具、水事情及びトイレ周り等、衛生面の整備が行き届いて

いる。 

 

２ 目的 

⑴ 松本市安曇地域内にある北アルプスの最高峰を目指し、郷土を愛する心を育てる。 

⑵ 集団行動の体験を通して、ルールや登山のマナーを学び、友情や助け合いの精神を育

む。 

⑶ 山小屋、山岳パトロール及び救助隊等、過酷な条件下で職務に従事している人々と接

し、社会実習の一環とする。 

 ⑷ 美しく、広々とした大自然に接し、自然に対する畏敬の念を感じるとともに、自然愛

護の気持ちを育て、高山地帯の様子や動植物について学び、環境学習の一環とする。 

 ⑸ 登山によって、困難に耐える精神力を養い、身体を鍛える。 

 

３ 行程 

⑴ １日目 

 上高地ビジターセンター → 横尾 → 涸沢ヒュッテ 

 ⑵ ２日目 

   涸沢ヒュッテ → 白出しのコル → 山頂 → 白出しのコル → 涸沢ヒュッテ 

 ⑶ ３日目 

涸沢ヒュッテ → 横尾 → 徳沢園 → 上高地バスターミナル 

 

 

 



学校登山の今後の在り方を考えるセミナー 

事業計画（案） 

 

１ 趣旨 

⑴ 令和５年度に行なわれた奥穂高岳登山の報告を受けるとともに、子どもの体力低下や

引率する教職員の負担等、学校登山の現状と課題を共有する。 

⑵ 学校登山の歴史や大切にしてきたこと等を共有する。 

⑶ １２０年余の伝統がある信州の学校登山の存続が危ぶまれている中、上記２点を踏ま

え、安曇地区の学校登山の今後の在り方を考えるきっかけをつくり、持続可能な形を探

る。 

 

２ 主催等 

 ⑴ 主催 大野川小中学校地域学校協働本部、安曇小中学校運営委員会 

⑵ 主管 安曇公民館 

 

３ 内容 

 ⑴ 講演 

タイトル（仮） 講演者（カッコ内は肩書） 

令和５年度 奥穂高岳登山 実施報告 
大野川中学校１，２年生 

小松 伸行様（大野川小中学校 教頭） 

信州の「教育文化財」、学校登山の行方 
菊地 俊朗様（山岳ジャーナリスト・信州の学校

登山をすすめる会 会長） 

⑵ グループワーク 

⑶ グループワークの結果の共有 

 

４ 対象   一般 

 

５ 参加費  無料 

 

６ 講師謝礼 安曇公民館が公費で負担  



学校登山の今後の在り方を考えるセミナー 

事業計画（案）説明後の意見集約結果 

 

意見等 発信者 方針 

時期 

安曇公民館 

１１月２９日(水) 

１０時４５分～１２時３５分（１時間５０分） 

会場 大野川小中学校アセンブリホール 

生徒の意見の吸い上

げ方法 
講演に組み込む。 

時間配分 

講演   ：４５分 

休憩   ： ５分 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ ：３０分 

発表   ：１５分 

教頭10+生徒5+菊地様30 

 

 

3 分×5 ｸﾞﾙｰﾌﾟ（仮） 

合計 ：９５分（１時間３５分） 

実施に賛成。プレスリ

リースをしてもよい

のではないか 

大野川小中学校 

学校運営協議会

（５／１５） 

する。 

ガイド、生徒、先生の

意見を聞きたい 

安曇小中学校 

学校運営委員会

（６／１６） 

山岳ガイド：案内を出す。 

生徒、先生：出席時間は要調整 

オンライン配信をし

てはどうか 

・Ｚｏｏｍ配信を実施する。 

（機器準備等の担当：大野川小中学校） 

・Ｚｏｏｍ参加者は講演のみ出席可とする。 

【開催案内（周知チラシ等）発出先】 

両校ＰＴＡ、校長会、教頭会 

フラットな視点で議

論をしたい 

結論を出すことが目的ではなく、多様な意見が

あることを共有する場 

主催、主管について 案のとおりでよい。 

当番校と打ち合わせ

を進めること 
案のとおりでよい。 

グループワークの方

法 
私見 

１ 各々のスタンス（肩書） 

２ １を聞いての感想 

３ 各々のスタンス（個人） 

４ ３を聞いての感想 

５ グループごと発表し共有 

  （１グループ５～６人） 

 



理解しよう「過去」のこと。
見つめよう「今」のこと。
考えよう「未来」のこと。

【日時】令和５年１１月２９日（水）
　　　　午前１０時４５分～午後０時３５分
【会場】大野川小中学校、安曇小中学校

参加者募集のお知らせ

学校登山の未来を考える
戸別配布



１ 目的 

⑴ 令和５年度の奥穂高岳登山の実施報告から、学校登山の現状と課題を共有します。 

⑵ 学校登山の歴史や大切にしてきたこと等を共有します。 

⑶ １２０年余の伝統がある信州の学校登山の存続が危ぶまれている中、上記２点を

踏まえ、安曇地区の学校登山の今後の在り方を考えるきっかけづくりを目指します。 

 

２ 日時 

  令和５年１１月２９日（水）午前１０時４５分～午後０時３５分 

 

３ 内容 

 ⑴ 講演 

タイトル（仮） 講演者（カッコ内は肩書） 

令和５年度 

奥穂高岳登山 実施報告 

大野川中学校１，２年生 

小松 伸行（大野川小中学校 教頭） 

信州の「教育文化財」、 

学校登山の行方 

菊地 俊朗様（信州の学校登山をすすめる会 会長、 

山岳ジャーナリスト） 

⑵ グループワーク 

⑶ グループワークの結果の共有 

 

４ 会場 

 ⑴ 主会場     大野川小中学校 

⑵ サテライト会場 安曇小中学校（※講演のみ、オンラインで視聴） 

 

５ 参加費  無料 

 

６ 申込み  不要 

 

７ 主催等 

  主催：大野川小中学校地域学校協働本部、安曇小中学校学校運営委員会 

  主管：安曇公民館 

 

８ 問い合わせ 

  松本市安曇公民館  担当：羽田 

ＴＥＬ． ０２６３－９４－２３０１ 

ＦＡＸ． ０２６３－９４－２９１８ 

ＭＡＩＬ ａｚｕｍｉ－ｋ＠ｃｉｔｙ．ｍａｔｓｕｍｏｔｏ．ｌｇ．ｊｐ 





 

では、学校に行け

ない、進学先が決まらず卒業してしまった…など、様々な

事情により家で過ごしている子どもたちのために少しでも

ほっとできる居場所を提供しています。  

時間内であれば、いつ来てもいつ帰ってもＯＫです。家で

も学校でもない、新たな安心できる居場所となるかもしれ

ません。お気軽に笹賀公民館（５８－２０４６）までお問い合

わせください。 

                             

  

居場所支援「ほっとスペース」

参加費無料 

不登校支援アドバイザーや

臨床心理士・公認心理師と

相談もできます 



『ほっとスペース』について 

学校に行けない、進学先が決まらず卒業してしまった etc など、さまざまな事情で家で過ごし

ている皆さんのために、少しでも“ほっと”できる居場所を提供しています。 

少し外に出ることでリフレッシュできたり、いろいろな人と話すことで 

刺激になったり、新しい仲間をみつけたり(＾＾)  

家でも学校でもない、新たな安心できる居場所となるかもしれません。 

最初は外に出ることが難しいお子さんもいます。無理やり連れてくる必要はありません。 

まずは保護者の方が来ることからスタートしても大丈夫です。 

どうぞお気軽にご相談、お問合せください。 

～ ほっとスペースへようこそ！ 少しでも“ほっと”できる空間を目指しています ～ 

回 覧 

日程   毎週火曜日の午後１時から４時まで 

     利用料はかかりません。（いつ来ても、いつ帰ってもOKです。） 

 

内容   多目的ホール（体育館）でバトミントンや卓球などの運動のほか、様々なゲームを 

     します。また、冷暖房の効いたお部屋で勉強や読書することもできます。 
     （あくまでも予定なので変更も可能です。内容は相談しながら決めていきます。） 

 

 

 

 

 

 

スタッフ 横林 智子（松本市教育委員会 不登校支援アドバイザー） 

     今井 俊文（松本市教育委員会 不登校支援アドバイザー） 

     山本 唯 （アルプキッズ支援室 臨床心理士・公認心理師） 

 

 

 

場所   笹賀公民館 
     （建物名称 松本市笹賀農村環境改善センター）  

     住所 松本市笹賀２９２９番地 

 

お問合せ 電話 0263-33-4397 

        （松本市教育委員会 学校支援室） 

        0263-58-2046 

        （笹賀地区地域づくりセンター） 


